
平成 28年度第 1回郡上市歴史的風致維持向上計画協議会開催要録 

 

 

１．日  時  平成 28年 4月 18日（月） 13時 30分～15時 5分 

 

２．会  場  郡上市役所 4階大会議室 

 

３．出席委員   後藤 治、高橋教雄、高垣昌幸、藤田政光、大坪信治、小林隆司 

  （敬称略）  野々田拙夫、中谷長史（代理出席）、上田英俊、細川竜弥、古川甲子夫 

丸山 功、菅原 賢（オブザーバー） 

        ※欠席委員…鶴田佳子、庄村保徳、安田 忍、尾藤 純 

        ※事務局（都市住宅課）山田哲生、可児俊行、福手雅紀、大坪慎也 

     （社会教育課）五味川裕明、長尾 実、齊藤知恵子 

 

４．議題 

  ○協議事項 

（１）郡上市歴史的風致維持向上計画の平成 27年度進行管理・評価について 

○報告事項 

（２）平成 28年度都市再生整備計画事業について 

（３）平成 28年度郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区の事業について 

 

５．議事内容 

（１）郡上市歴史的風致維持向上計画の平成 27年度進行管理・評価について 

   ※進捗評価シートにより現在の進捗状況を説明し承認 

（２）平成 28年度都市再生整備計画事業について 

   ※都市再生整備計画事業…計画策定までの流れ、平成 27年度の実績について報告 

（３）郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区について 

     ※修理修景事業、火災対策マニュアル、防災施設等事業について報告 

 

６．その他意見（要旨） 

・「歴史的風致形成建造物修理修景事業」と「歴史的建造物に関する修景助成事業」を同

時に掲出したことは、同じ重点区域内における歴史的風致形成建造物の修理修景及び

歴史的価値のある一般的建造物の修景が繋がりをもつものであり、連携して事業を進

めることが可能であるため評価できる。また、将来的には空き家の利活用と連携して

いくと良い。 

・「空家利活用事業」において、今後、空家の利活用を進めるにあたっては、「郡上の風

致」として重要な場所から始めるべきである。 

・「城下町交通体系検討調査」において、今後の交通体系を考える上で、八幡町市街地へ

の車両進入制限を土日や市の指定日等に様々な角度から社会実験を行うべきである。 

 


